
気づきから始まる、
看護の深化と探究

看護科学域 　　　　　の研究分野

看護倫理・管理学  

医療現場における倫理的課題の実態を探り、
看護職としての対応や看護提供体制のあり方について
総合的に研究します。

リプロダクティブヘルス看護学 

性と生殖に関する健康の増進に寄与する
実践科学として、女性と家族の生涯にわたる健康支援を
理論・方法論から探究します。

小児看護学 

小児看護学における概念・理論・研究方法を
体系的に学びます。

慢性疾患看護CNS取得コースを含む

小児看護CNS取得コースを含む

各分野についての詳細は看護科学域ホームページ内
研究内容紹介PDFをご確認ください。
◀二次元コードよりアクセス!

看護の質と倫理的課題を探究

女性と家族の生涯にわたる健康を支援

子どもの未来を支える看護の質を探究

療養生活支援看護学 

成人看護学  

成人期にある人々やその家族への看護実践のあり方を
捉え直し、新たな視点や方法を創造していくことを目指します。

成人期の健康課題を探究

療養や生活における人々の健康課題について、その人の暮ら
し、療養と看護の観点を踏まえ、その支援方法や看護、教育・地
域社会システムのあり方を探究すると共に、人々の健康と生活
を支え、看護を発展させる新たな「知」の創造を目指します。

療養生活を支える看護を探究

地域精神看護学  

精神障がいをもつ方 と々その家族、関係者、支援に携わ
る専門職を対象に、地域生活を基盤とした精神保健・
精神看護について探究するとともに、その実践の深化と
精神看護学の発展に寄与する研究を目指します。

在宅看護学 

地域ケアシステムや在宅看護の課題について、
理念・理論・研究方法を学び、実践と評価を通して
課題解決に向けた研究力を養います。

国際看護／医療人類学

医療人類学の視点から、人間・健康・病気・医療を
多角的に捉え、国際看護と関連づけながら
看護のあり方を探究します。

地域生活を支える精神保健の探究

在宅療養と地域ケアを探究

国際的視点から看護を探究

公衆衛生看護学

個人や家族、地域全体の健康と生活の質の向上に
寄与する実践科学として、地域の健康課題に向き合い
看護のあり方を探究します。

地域社会の健康を探究

助産師資格取得コースではありません

助産学

助産学の視点から理論と実践を通して、
助産ケアのエビデンスの構築を目指します。

周産期及び女性の健康課題を探求

荒川キャンパス
〒116-8551 東京都荒川区東尾久7-2-10
TEL 03-3819-1211（代表）

https://www.hs.tmu.ac.jp/graduate/kango

東京都立大 看護科学域

大学院案内

大学院 人間健康科学研究科

看護科学域
博士前期課程・後期課程

大学院 人間健康科学研究科

看護科学域

※本大学院案内に掲載されている写真はイメージです。



看護科学域の理念と　　　    つの魅力を知ろう
　

人間健康科学研究科

近年の少子高齢化や慢性疾患の増加といった課題に向き合い、
健康の維持・増進、疾病の予防と回復支援、家族支援、終末期
ケア、医療倫理の探究を進めています。
看護において大切なのは、患者一人ひとりに応じた個別性と、
観察から生まれる気づき、そして直感や思いやりです。
本学域では、こうした感性と科学的知見を結びつけ、知と実践
を融合する看護を創造し、個人から地域へと広がる新たな看
護のあり方を探究し、それぞれのつながりを紡ぎながら、生活
の質の向上と活力ある長寿社会の実現を目指し、社会へと活
かしていきます。

10の専門分野から
広がる気づきと学び

看護学の研究と教育を通して、社会に貢献できる研究
者・教育者を育成します。博士前期・後期課程を通じて、
専門性の高い10の分野で学びながら、各領域の知見を
統合し、多様な健康課題に向き合います。実践の中で
生まれる気づきを重ねて看護学を探究し、科学的かつ
論理的に捉えながら発展させていくプログラムです。

研究力と実践力を
兼ね備えた人材育成

研究活動と実践的な学びを通して、高度な専門性
を身につけ、看護の質向上や社会への貢献につな
がる力を育成します。現場での課題を科学的に捉
え、理論と実践を往復しながら、よりよい看護のあ
り方を探究する力を身につけます。気づきを研究
へとつなげ、社会へ発信する力を養います。

気づきから始まる、
看護の深化と探究

大都市や地域で暮らす
人々の「健康」を支えるために

気づきは、看護を深めるはじまりです。

地域社会
健康課題の深刻化

少子高齢化や疾病構造の
変化により、健康課題は複
雑化・多様化している。

ケアの展開と社会貢献

実践

個別のケアから地域へ
と広がる実践を通じて、
社会への貢献を目指す。

大都市の健康課題に
取り組む実践的な学び

大都市で生活する人々の健康課題をテーマに、現代
社会のニーズに即した実践的な看護学を学びます。看
護倫理に関する専門的知識や判断力、発達段階に応
じたケアの理論と方法を修得し、医療機関や行政機関、
地域と連携したケアのあり方を探究します。これらを
基盤に、課題解決に向けた視点を養っていきます。

看護の深化と探究

看護学

科学的知見と、観察に基づ
く気づきや感性を基盤に、そ
れらを統合しケアを創造す
る営みとして、看護の本質を
探究する。

博士前期・後期課程の修了生は、国内外で教育者、研究者、
さらに高度医療実践者として活躍しています。

先輩
の声

看護研究に苦手意識があり、大学院進学を決意しま
した。都立病院で勤務していたこともあり、身近な都立
大学で学べることは大きな後押しでした。夜間授業は
大変でしたが、仕事を辞めずに修了できたことは大き
なメリットでした。大学院で学んだことで論文の読み
方や見え方が変わり、その経験は今も臨床現場で大
いに役立っています。

臨床を続けながら、
研究を学ぶ力に

修士論文で取り組んだ研究の未解決課題を感じて、専
門分野の指導教員の元へ飛び込みました。どっぷりと先
行研究論文や書籍に埋もれて研究計画書を作成し、隣
接分野の院生、教員、研究会や学会で繰り返し発表、意
見交換を重ねながらサイエンスとアートを創り上げてい
くことを経験しました。特に国際学会で発表する際には
大学からの助成金の後押しで視野と活動範囲が広がり、
今の研究、教育へとつながっています。

自分の看護を科学し、
伝える力を養う

前期課程での研究を基盤とし
て、さらに教育者、研究者として
看護科学の発展に寄与し、保健
医療・福祉の分野でリーダーと
なる人材を育成しています。

大学教員、行政機関、病院、訪問看護ステーション、
保健所、助産院、健康管理センター、AIDS専門機関
コーディネーターなど

■博士前期課程（2年）※ ■博士前期課程（3年）※

高度な知識と技術をもとにリーダーシップを発揮し、よ
りよい看護ケアや仕組みを生み出す高度実践看護師を
育成する2コースです。

専門看護師（CNS）コース

国内外で活躍

主な進路先

博士前期課程修了

博士前期課程修了

※標準修業年限

看護学の探究

高度実践専門家の育成 看護学の教育者・研究者の育成

成人看護学分野慢性看護学
CNSコース

小児看護学分野
CNSコース

3つの
目的

看護科学域に関心を持った方は、ぜひ入試情報もチェック!!

10分野より教育者、研究者の育成
とともに高度な看護学の知識と
技術を有する専門看護師（ＣＮＳ）
を育成しています。

分野紹介は背表紙をチェック

次の一歩へ
募集要項はこちら▶

人間健康科学研究科 選抜プロセス

本学大学院の入試は、年2回（夏・冬）実施しています。
筆記試験、面接試験を通して、知識と能力を総合的に
評価します。

出　願 筆記試験 面接試験 合 ・ 否


